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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨
　各教育現場に応じた適切な支援を行うためには，多様化している日本語学習の現状を把握する必
要がある。国立国語研究所では，閣内外で学ぶH本語学習者がどのような学習環境・手段で学習し
ているのかに関する調査を実施している。その結果，日本語環境にはない海外においても，学習者
は縫本語の授業以外の日常生活において，身の圓りにある様々な人・物・場（機会）をリソースと
して，日本語と様々な接触をしていることが明らかになった。
1．はじめに
　日本語教育は国内外を問わずさらなる広がりを見せている。日本語学習者も，国内では13万人
（文化庁2004），海外では236万入（国際交流基金2005）を超えた。それと同時に，日本語学習
者の母語や学習目的，分野，各國・地域における日本語の社会的位置づけ，日本語教育機関の設
備・環境，教師の教育観や日本語能力など，日本語教育の多様化についての認識は広く定着しつ
つあり，その多様性に対してそれぞれの教育現場においてそれぞれの対応がなされてきている。
　一方，交通手段や情報通僑の急速な発展に伴い，これまでのような教室の中での紙と鉛筆によ
る日本語学習だけでなく，短期留学やホームステイなどで直接日本に来たり，インターネットを
通じて海外で生の日本語に触れたり，e－Learningによる遠隔学習で学んだりすることが可能にな
っている。このように地球規模での移動や交流が加速し，様々な情報流山の在り方が変化するの
に伴い，日本語を学習する，あるいは教える環境や手段も多様化している。日本語教育の各機関
や教育現場は，相互の連携体制を整えながら，学習支援の在り方に対して柔軟に対応していく必
要がある。そのためには，まず国内外で日本語を学習している，あるいは教えている人々が，ど
のような環境・手段で日本語を学習している，あるいは教えているのかについて広く情報を収集
し，「多様化」している現状を把握する必要がある。
　そこで国立国語研究所では，200G年から国内外の地域（EI本，タイ，オーストラリア，韓国，
台湾，マレーシア）を対象に，各地域・機関と連携しながら5年計爾の大規模調査「日本語教育
の学習環境と学習手段に関する調査研究」を実施している。本稿ではその中間報告として，タ
イ，韓国，台湾，マレーシアでの学習者を対象としたアンケート調査結果の一部を紹介し，日本
語環境にはない海外において日本語を学ぶ学習者がどのような学習環境・手段で学習しているの
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かについて報告する。
2．調査の概要
　本調査研究の特色は以下の3点である。
　（1）国内と海外の両方を視野においた調査研究である。
　社会状況や教育制度，学習環境等が異なる国内外の地域を比較することで，世界の日本語教育
の状況全体を掘握することができる。国外では，学習者数・両紙環境の面での多様性や調査協力
体鮒等の観点から，タイ（バンコック），オーストラリア（ヴィクトリア州），韓国，台湾，マレ
ーシアの5地域において，調査を実施または実施中である。H本国内では，全国規模のアンケー
ト調査，及びいくつかの地域におけるインタビュー調査，参与観察等を実施中である。
　（2）微視的・巨視的視野の両面からの研究である。
　各国・地域の一般的な教育観，言語教育政策，日本との経済・文化等の交流関係等，それぞれ
の社会環境の中でB本語教育がどのような位心づけにあるのかという巨視豹な視野と，学習者・
教師の具体的な行動や意識，教材など，個々の日本語学習・教育の実態といった微視的な視野の
両面から調査を行う。
　（3）学習者と教師の両面からアプローーチする研究である。
　各面・地域の初・中・高等教育機関，民閥日本語教育機関，ボランティア教室（國内）などに
おける学習者と教師を対象に，アンケートとインタビューを行う。
　以下，本稿では，学習者を対象としたアンケート調査結果を中心に，インタビュー調査結果を
適宜取り上げて報告する。
　学習者が日本語を学習する際には，何らかの物・人・場（機会）といった対象（以下，リソー
ス）に接触すると考えられる。アンケートの内容は，学習者がどのようなリソースにどのような
方法で接触しているのかについて質問する項目が中心になっている。また，接触の対象や方法等
に影響すると考えられる，H本語学画歴，学習動機，訪日経験等についても質問項陽に含めてい
る。インタビューでは，アンケートだけではわからないより具体的なリソースとの接触状況やそ
れに対する意識等について尋ねた。そのほかに，教育制度や，Elil版状況，インフラ状況等，現地の
日本語教育にかかわるマクWレベルの情報についても，文献調査と現地聞き取り調査を実施し
た。
　アンケートでの主な調査項目は以下のとおりである。
【属性】
・性珊，居住地域，年齢，母語，身分，日本語学習の開始学年，日本語学翌の場所，訪日経
　験，日本語学習動機，4技能別日本語力自己評価等
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　償問項副
　・日本語の使用状況（相手，頻度，手段，内容，理由等）
　・日本語との接触状況（物，頻度，内容，理臼i醇）
　・日本語との接触状況（場，機会等）
　・授業で使用する日本語教材の授業以外での使用状況
　・早手語学醤のためのリソース
　・日本語学習のために充実を希望するもの
　前述のとおり，対象地域によって学習環境や教育制度自体が異なるため，アンケートでの調査
項目や選択肢は一部異なる。アンケートは，各国語版と臼本語版のものを用意した。各国調査の
実施方法は以下の通りである（詳細については，参考文献に掲げた報欝書を参照されたい）。
　【タイ調査】
　本調査の国外第一調査地域として，タイのバンコック市内（一部その近郊を含む）においてB
本語教育を実施している機関を対象に，2001年12月にアンケートを実施した。調査にあたって
は，国際交流基金の協力を得た。
　【韓国調査】
　韓国全土を視野に入れ，ソウル，釜1⊥1，光州の3地域を核として，2003年3～9月に調査を行
った。中等教育機関については各地域の臼本語教育研究会，高等教育機関については日本語弓ヨ
本語教育関連学会，学校教育以外の機関については調査協力機関を通じて，調査協力校の選定，
アンケーートの配布・回収を行った。
　【台湾調査】
　台湾全土を視野に入れて調査を行った。財団法人交流協会台北事務所の協力を得て，調査協力
校を選定し，20Q3年12選～2004年2月に調査票の配布弓天資を行った。
　【マレーシア調査】
　マレーシア全士を視野に入れて調査を行った。マレーシア日本語協会の協力を得て，調査協力
校を選定し，2004年6～7月に調査票の配布・回収を行った。
　本調査では，調査を行った地域の現状把握だけでなく，諸外国との比較検討も視野に入れてい
る。各国の教育制度・学校体系は匡iによって異なるため，以下の分析では，国際交流基金日本語
匡際センター（200G）を参考にして，調査対象機関を①～③の三つに分類し，分析対象とした。
　　①「中等教育機関」：日本の申学校及び高等学校に当たる教育機関
　　②「高等教育機関おEi本の大学院・大学・短期大学・高等専門学校に当たる教育機関
　　③「学校教育以外の機関」：幽間の臼本語教育機関など，上記①②に含まれない機関
　本調査の対象となった機関数と学習者数の内訳を次ページの表1に示す。
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表1　対象機関数と学習者数の内訳
中等教育 高等教育 学校教育以外 合　計
機関数 41（53．2） 33（42．9） 3（3．9） 77（100）
タイ
学習者数 2710（45．8） 2559（43．2） 650（11．0） 5919（100）
機関数 45（47．9） 38（40．4） 11（11．7） 94（100）
韓国
学習者数 3177（47．1） 2456（36．4） 1エ06（エ6．4） 6739（100）
機関数 35（31．8） 58（52。7） 17（15．5＞ 110（100）
台湾
学習者数 926（26．9） 2075（60．2） 446（12．9） 3447（100）
機関数 40（44．0） 23（25．3） 28（30，8） 91（！00）
マレーシア 学習者数 2276（42．5） 2245（41．9） 839（15．7） 5360（100）
（括弧内は％。以下同様）
3．結果
3．3．学習者の背景
　まず，調査対象となった学習者の背景を表2に示す。女性が多い点は共通している。母語に関
しては，マレーシアで多民族国家の特徴が現れている。年齢に関しては，中等教育では10代，高
等教育・学校教育以外では20代が蝦も多い。
表2　学習者の背景
タ　イ 韓　国 台　湾 マレーシア
性　別
女性（75．7）
j性（24．3）
女性（62．3）
j性（37．7）
女性（75．4）
j性（23．2）
女性（55．6）
j性（44．0）
母　語 タイ語（99．0） 韓国語（100）
中国語（91．9）
苻p語（5．9）
マレー語（59．3）
?国語（31。1）
中等教育 10代（97．0） 10代（99。7） 10代（89．7） 10代（94．9）
???
高等教育 20代（67．3）P0代（30．4）
20代（90．4）
P0代（5．0）
20代（74．6）
H0代（17．7）
20代（77．1）
P0代（21．1）
学校教育
@以外
　20代（63．8）
R0代以上（23．4）
　20代（63．9）
R0代以上（25．0）
　20代（49。1）
R0代以上（46．2）
　20代（53．3）
R0代以上（34．9）
　訪日経験については，次の図1のように共通して少ないが，タイ・マレーシア（9．0％・
5．2％）に比べて，韓国・台湾（24．6％・33．6％）では訪日経験のある学習者が多い。
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図1　訪日経験の有無
　訪B経験のある挙二者の訪日目的は，共通して「観光」が最も多い（ge　3）。臼木語学習動機
（上位3位までを選択してもらい，その結果を得点化した）は，「日本語に興昧があるから」がほ
ぼ共通して高い（表4）。「就職に有利だ」という道具的動機はタイのみで，韓国では「学校の授
業にあるから」という消極的な動機が多い。
表3　　言方H昌自勺
順位 タ　イ 韓　團 台　湾 マレーシア
ー 観光（63．4） 観光（64．3） 観光（87．2） 観光（39．5）
2 交流（25．2） 短期留学（10．2） 親族訪問（10．6） 国際交流（19．2）
3 留学（18．4） 家族滞在（9．9） 短期留学（9．4） 企業研修（12．1）
表4　日本語学習動機
順位 タ　イ 韓　国 台　湾 マレーシア
1 闘本語に興味がある 学校の授業にある El木語に興味がある 臼木語に興味がある
2 就職に有利だ 【ヨ木語に興味かある 日本のものが好きだ 田本に行きたい
3 日木に行きたい 日本に興味がある 日本に行きたい 霞本のものが好きだ
3．2．人との接触
　学習者に対して，購本語の授業以外で，日本語を用いて会話やメールなどを通して人と日木語
でやりとりをすることがあるかどうかについて聞いた。図2に示したように，タイでは「はい」
（38．0％）「いいえ」（60．0％），韓国では「はい」（37．3％）「いいえ」（62．！％），台湾では「は
い」（45．3％）「いいえ」（54．6％），マレーシアでは「はい」（28．1％）「いいえ」（69．8％）と，
共通して「いいえ」と答えた学習者の方が多い。
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図2　やりとりの有無
　しかし，日本語環境にはない海外においても，30～40％の学習者がやりとりをしている。やり
とりをしている学習者が授業以外でどのような桐手と最もよくやりとりをしているのかについて
聞いたところ，表5に示したとおり，順位は異なるが，いずれもヂ日本語の教師」「学校の友人」
「知り合い」で70％以上を占める。日本語の授業終了後に日本語教師と話す，クラスメートと日
本語で話す，また訪獄中に知り合った日本人とやりとりをすることなどが考えられるが，やりと
りの稲手や機会は比較的限られていることがわかる。
表i5　最もよくやりとりをする相手
順位 タ　イ　　　　　　　韓　国 台　湾　　　　　　　　マレーシア
1 日本語の教師（43．8） 知り合い（25．2） 日本語の教師（33．3） 日本語の教師（38．2）
2 学校の友人（！8．3） 日本語の教師（24．6） 学校の友人（25，2） 学校の友人（27。9）
3 知り合いα5．4） 学校の友人（20．4） 知り合い（13．5） 知り合い（7．3）
一方，やりとりをしない学習者に対してその理由を聞いたところ，表6に示したように，共通
して「霞分の日本語力が充分ではないから」と「日本語を使う相手がいないから」が多かった。
表6　やりとりをしない理由
順位 タ　イ 韓　国 台　湾 マレーシア
1 自分の日本語力が充分
ﾅはないから　（44．2）
日本語を使う相手がい
ﾈいから　　　（49．5）
自分の日本語力が充分
ﾅはないから　（63．0）
2
日本語を使う相手がい
ﾈいから／自分の日本
齬ﾍが充分ではないか
轣@　　　　　（44。0）
日本語を使う相手がい
ﾈいから　　　（33．0）
自分の闘魚語力が充分
ﾅはないから　（33．2）
日本語を使う相手がい
ﾈいから　　　（14．6）
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　アンケート調査と並行して行った学留者に対するインタビュー調査でも，やりとりをしない理
曲として，B本語力の低さや相手がいないことを挙げる学習者がいた。しかし，その一方で，不
充分でもなるべくB本語を使ってみたいという動機から，教師やクラスメートと話してみる，ま
た日本人の集まる観光地やショッピングセンター，免税店，現地の日本人塩谷に行って罠本玉に
話しかける，日本食の飲食店でアルバイトをする，知り合った臼本人とメールやチャットをする
といった方法で，Lfl本人とやりとりをする学習者がいた。このような学習者は，自分自身でやり
とりの機会を作り出し，日本語によるやりとりを実現し，さらにはそれによって動機づけや日本
語力を高めていると慮己評価していた。
　このようにH本人とH本語でやりとりをする機会は今や海外においても決して特別なものでは
なく，国や地域を越えて学習者の身の回りに存在している。そしてその機会を自然に，かつ巧み
に利用している学習者がいるものと考えられる。
3．3．物との接触
　次に，日本語の授業以外でEl本語で書かれた物や日本語が使われている物を見たり聞いたりす
るかどうかについて聞いた。図3に示したように，タイでは「はい」（76．2％）ヂいいえ」
（20．0％），韓国では「はい」（76．0％）「いいえ」（21．0％），台湾では「はい」（77，8％）「いい
え」（20．5％），マレーシアではrはい」（63．1％）「いいえ」（35．2％）で，共通して多くの学習
者が臼常生活の中で何らかの臼本語を見聞きしていることがわかる。
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図3　見聞きするものの有無
　身の回りにある様々な物の中で，学習者がどのような物を最もよく見聞きしているのかについ
て聞いたところ，表7に示したように「テレビ」が共通して多く，その他日本の「マンガ」ザゲ
ームソフト」「CDjといった大衆文化の影響が見られる。
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表7　最もよく見聞きするもの
順位 タ　イ 韓　国 台　湾 マレーシア
1 テレビ
i2L2）
コンピュータ
@（16．9）
　　、eレビ
i41．6）
ビデオ・VCD・DVD
@　　（29．6）
2 ゲームソフト
@（11．6）
　　、eレビ
i16．2）
CD
i16．0）
テレビ
i20．7）
3 マンガ
i11．1）
マンガ
i15．2）
マンガ・アニメ
@　（12．0）
?（?．??
　国別に見ると，コンピュータ環境の整備された韓国では「コンピュータ」が最も多い。インタ
ーネットによって，日本や日本語関係の物を見たり聞いたりすることが比較酌容易にできるため
と見られる。B本からのテレビ番組輸出量が世界一であり，26のチャンネルで常時日本製番組を
放送している台湾では，ヂテレビ」の割合が他よりも多くなっている（川竹・杉山・原2004）。
また，中高生や大学生はそれぞれの趣味や好みからゲームやアニメ，マンガといった大衆文化に
接触する，また，社会人は勤務している臼系企業で日本語の書類やファックスに接触するなど，
学習者の動機やニーズによる特徴も見られた。
　これらのことから，社会状況や政策，物の価格や流通等の違いから接触できる物の範囲や種類
には違いが見られるものの，国や地域を越えて学習者には授業以外の日常生活の中でそれぞれの
動機や必要性に応じた様々な物との接触が起こっていることがうかがえる。
　一方，学習者が現在日本語の授業で「教材」として使っている日本語教科書等に関して，授業
時問外にも何らかの形で利用しているのかについて聞いた。図4に示したように，タイでは「は
い」（77．4％）rいいえ」（17．2％），台湾では「はい」（71．7％）「いいえ」（26．9％），マレーシア
では「はい」（75．7％）rいいえ」（22．7％）となっており，共通して利用している学響者の方が
多かった。韓国では，f学校の授業にあるから」という消極的な学習動機が多い中等教育機関の
タイ
韓国
台湾
マレーシア
77．4％ ヒ㈱
@　　鎌、那輔瓶燃解朔脳、，心冗馨
55．5％
漁’「膨磁（郷《
?@　、wへh胃／汀畠早心h∫　繭雪阿、撚．r　早．
こ阜；欝拶巨魚翫5
@．h＿　“　r冒　い　　、形叫＿　　．
71．7％
繊鰯？
甲戸西ド諦がド弊膨野蝦慣Nヤ〃…ド囁、り．い．囁曽曽ド
75．7％
寄r、勿が．r7r
武‘ヒ・W@　　　　　　・・二侮灘’贈
@　　、単、、済、．
5．40／o
1．90／o
1．sa／，
1．60／o
Eiはい　騒いいえ　□無回答
図4　授業時間外の教科書等の使用の有無
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学習者の利用が比較的少ないが，全体では「はい」（55．5％）「いいえ」（42．6％）となっており，
利用している学習者の方が多かった。
　教科書を利用していると答えた学習者にその利用方法について聞いたところ，表8に示したよ
うに「暗記・暗唱する」「語旬の意味を調べる」が共渇して多く，国による違いはあまりみられ
ない。
表8　教科書の利用方法
順位 タ　イ 韓　国 台　湾 マレーシア
1 暗記・暗嘱する
@　　　　　　　　（68．3）
暗記・暗唱する
@　　　　　　　　（54．！＞
語句の意味を調べる
@　　　　　　　　（79．0＞
語句の意昧を調べる
@　　　　　　　　（77．4）
2 語句の意味を調べる
@　　　　　　　　（67．9）
語句の意味を調べる
@　　　　　　　　（48．8）
暗記・暗唱する
@　　　　　　　　（57．4）
階記・暗唱する
@　　　　　　　　（69．2）
　さらに，教科書を利用しない学習者に利用しない理由について聞いたところ，表9に示したよ
うに，「どうやって使ったらいいかわからない」「授業以外の時間に日本語の勉強をしない」が共
通して多い。このことから，教科書等は授業外でも利用されている一方で，「教科書瓢授業」と
いった学習者の教科書等に対する考え方や利用のしかたは非常に固定化されており，限られた利
用にとどまっている現状がうかがえる。
ee　9　授業時間外に教科書を利用しない理由
順位 タ　イ 韓　国 台　湾 マレーシア
1
どうやって使ったらい
｢かわからない
@　　　　　　（41。1）
授業以外のli尋問に日本
黷ﾌ勉強をしない
@　　　　　　（56．7＞
どうやって使ったらい
｢かわからない
@　　　　　　（44．7）
授業以外の乱闘に購本
黷ﾌ勉強をしない
@　　　　　　（36．2）
2
授業以外の時間に日本
黷ﾌ勉強をしない
@　　　　　　（30．5）
どうやって使ったらい
｢かわからない
@　　　　　　（17．3）
授業以外の時化に日本
黷ﾌ勉強をしない
@　　　　　　（24．0）
どうやって使ったらい
｢かわからない
@　　　　　　（22．8）
　また，日本語学習のために現在どのような物を使っているのかについて聞いたところ，表10に
示したように，共通して「学習参考書・問題集」（タイでは「文法解説書」）が最も多く，H本語
の「テレビ」「歌」といった大衆文化に関する物が続いている。
　この点に関して，例えばタイでの学士者に対するインタビューでも，学習者の多くを占める初
級レベルでは，タイ人教師のタイ語による文法の授業が多く行われており，会話や聴解といった
運用に関する授業が少ない点が指摘されていた。つまり，学習者の日本語学習においては，教室
での教科書等による文法学習が大きな位置を占めていると考えられる。
　先の表7に示したように，日常生活においてはテレビ等で身の測りにIS然に存在する日本語と
の自由な接触が起きているのだが，それらの接触と日本語の意識的な学習とが結びついていない
可能性がある。韓国でも同様に，「学習参考書・問題集」（74．1％〉がEi本語学習のために最も多
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pe10　ヨ本語学習のために現在使っている物
順位 タ　イ 韓　国 台　湾 マレーシア
1 文法解説書　　（71．9）学習参考書・問題集
@　　　　　　（74．1）
下摺参考書・問題集
@　　　　　　（79．0）
学習参考書・問題集
@　　　　　　（86．8）
2
日本語のテレビ番組・
c本の映顧／H本語の
ﾌ　　　　　　（30．9）
日本語の歌　　（51．2）日本語のテレビ番組
@　　　　　　（71．1）
臼本語の映画　（46。8）
3 日本語のマンガ（37．5） 臼轟轟の歌　　（69．1）日本語の歌　　（44．1）
く使われている。表7で示したように，インターネット，web，チャット等の「コンピュータ」
関係は利用されているにもかかわらず，日本語学習団的のためには使われていない。
　しかしながら，表7で示したように，臼本語と接触する物として，タイと台湾では「テレビ」
が，韓国では「マンガ」が挙げられており，特に台湾ではヂテレビ」による見聞きが多いところ
を見ると，これらのものが日本語学習と結びついている可能性はある。それらが実際にどのよう
に学習に活用され，M本語の轡得に役立っているのかについて具体的に検証していくことによっ
て，日常の中で自然に起こっている日本語との接触と，教科書等による日本語学習とを有機的に
関連づけることができるかもしれない。
3．4．場（機会）との接触
　最後に，学習者が授業以外の様々な日本語学習の場（機絵）を利用した経験があるかどうかに
ついて聞いた。図5に示したように，利嗣経験の有無については，タイでは「はい」（44．3％）
「いいえ」（47．4％），韓国では「はい」（42．5％）「いいえ」（53．3％），台湾では「はい」
（39。4％）「いいえ」（58．9％），マレーシアでは「はい」（28．　3％）「いいえ」（68．　8％）と，利用
は30～40％にとどまっている。
タイ
韓国
台湾
マレーシア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛〆脚　』門“S4。3％　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　47，4／　 　　 　　 　　 　8．3％ 　　 　　　　　　　　　　　 　　凡瓢r　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哺穿S2，5％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　峯ち3．3g’　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼ惟　　　猷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…轟イR9．4％　 　 　　 　　 　　 　 　　 　　　弩589¢／
2＆3％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68．8／　　　　　　　　　　　　　　　　　　演畷鱒榊　　　　皿
4．20／o
1．80／o
2．90／o
□はい　［コいいえ　□塩蔵答
図5　場（機会）の利用経験の有無
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　利用経験のある場（機会）としては，表11に示したように，日本フェアや日本の伝統文化を紹
介するといった「日本・日本語に関するイベント」，「H本人との交流会」，ショッピングセンタ
ーや観光地，免税店といった「日本人のいる場所，日本入が集まる場所」が多い。「口留語のカ
ラオケ」は，日本語の曲を含むカラオケボックスが街のいたる所にある台湾の特徴と言える。他
の國に比べると口本人との接触機会の少ないマレーシアでは，そのような「日本人のいる場所，
日本人が集まる場所」が少ない。
衷判　利用経験のある機会や場所
順位 タ　イ 韓　国 台　湾 マレーシア
1 日本・日本語に関する
Cベント　　　（59．5）
臼本人のいる場所，日本
lが集まる場所（31．3）
日本語のカラオケ
@　　　　　（48．0）
日本人との交流会
@　　　　　（50．6）
2 日本人との交流会
@　　　　　（33．8）
臼本人との交流会
@　　　　　（27．8）
蕪1本・日本語に関する
Cベント　　　（36．8）
臼本・日本語に関する
Cベント　　　（36．8）
3
日本人のいる場所，日
{人が集まる場所
@　　　　　　（32。3）
その他　　　　（23．7）日本入のいる場所，日
{人が集まる場所
@　　　　　　（22．2）
1二本・田本語に関する
送ｿセンター・引書館
@　　　　　　（31．2）
　タイ調査では，利用経験のない学亡者1こその理由を聞いているが，①「利用したいと思うが，
そのような機会や場所がないから」（71．4％），②「時間がないから」（34．0％），③「日本語がわ
からないと思うから」（30．4％）となっていた。特に利用したいが場（機会）がないという理由
が多い点は，学習者に対するインタビューでも岡じ結果が得られた。しかし，同じ機関やクラス
に所属しながら，例えば国際交流基金の現地図書館や日本語関係書籍が安く手に入る古本屡とい
った場で実際にH本語に接触している学習者と，そういった情報自体を全くもたない学習者がい
た。これらのことから，身の回りに日本語学留に関する機会や場があり，それらの利用を希望し
ているにもかかわらず，それらについての情報に触れること自体が限られている学習者がいると
いう現状がうかがえる。
4．今後に向けて
　本調査から，日本語との接触が少ないと予想される海外という環境においても，学習者は日本
語の授業以外にも日常生活において，身の論りにある様々な人・物・場（機会）としてのリソー
スを通じて，臼本語と様々な接触をしていることが明らかになった。しかし，そのような接触を
量的にも質的にもうまく作り出し，日本語学習に活用している学習者がいる一方で，接触自体ほ
とんどできていない学習者もいる。また，接触できている学習者の中にも，相手，内容，機会等
の点で限られた接触にとどまっている学習者がいるという現状もみえてきた。
　このような現状からこれからの支援について提案できることとして，まず，各現場の現状に応
じて，学習者の身の論りにある和本語学習のための様々なリソースに関する情報を収集し，学翠
者を取り巻く学習環境と学留手段に関する実態を把握し，学習者に情報として提供していくこと
121
が挙げられる。海外という限られた情報の中であっても，意識的・無意識曲にかかわらず，リソ
ースとの接触の機会を目的に応じて自ら作り出し，リソースを日本語学習にうまく利用できてい
る学習者がいる。このような学習者がどのようなリソースにどのように接触しているのかを観察
し，情報を収集，分析した上で，その方法等を学習者に紹介することによって，リソースとの接
触が起きる，新たなリソースへの媒介となる，あるいは学習者のEl本語学習への動機づけにつな
がる可能性がある。リソースとの様々な接触の場や機会を設定・企画することも考えられる。
　しかし，単に情報を提供するだけでは，学習者が利用するとは限らない。提供する情報が活用
されるためにも，それらが学習者の日本語学習にとってどのような意義や機能があるのかについ
て，様々な視点から検討する必要がある。実際に，本調査から，学習者は教室外で様々なリソー
スに楽しく欝的に応じて接触しているにもかかわらず，それが日本語教科書や参考書等の利用，
また教室内での日本語学習とは有機的に関連づけられていない可能性が見えてきた。学習者の臼
本語学習を支援する側は，教室内で教科書等を使って日本語を教えるだけではなく，教室外で学
習者は日本語学習に影響を与える様々なリソースに接触しているという現状をふまえて，教科書
や教室，そして教室活動はそもそもどうあるべきなのかを考え，教室及び学習そのものをとらえ
直す必要がある。そうすることで，身の回りにある様々なリソースを有機的に関連付けることが
でき，教室内と教室外における学習者の様々な学びを結び付けて支援する学習環境を整備するこ
とが可能となる。そのためにも，fリソースjが多様性による違いを超えた連携のためのツール
として認識され，活用される可能性が期待されるのである。
　今後は，さらに分析を進めると岡時に，並行して実施した教師調査，国内調査との比較，検：討
も進めていく予定である。
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